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ド
ン
ド
ン
チ
ン
チ
ン
で
は
じ
ま
る
神
楽
の

拍ひ
ょ
う

子し

。
こ
の
時
季
、
週
末
に
な
る
と
市
内
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
こ
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

ド
ン
ド
ン
ッ
タ
ッ
タ
タ
ン
タ
ッ
タ
タ
ン
…

こ
ち
ら
は
獅
子
太
鼓
の
音
。
こ
れ
も
お
祭
り

が
始
ま
る
前
に

必
ず
と
い
っ
て

聞
こ
え
る
太
鼓

の
音
で
す
。

チ
ョ
ン
チ
ョ

ン

ヨ
イ
ト
サ

ノ
サ
ッ
〜
…
と

続
く
の
は
白は

熊ぐ
ま

（
地
域
に
よ
っ

て
は「
羽
熊
」と

表
記
し
ま
す
が
、
今
回
の
表
記
は
「
白
熊
」
に

統
一
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
の
拍
子
木
と

お
謡
い
。
こ
れ
は
獅
子
舞
や
神
楽
ほ
ど
は
聞

こ
え
て
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域
の
祭
り
で

は
よ
く
聞
か
れ
る
音
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
こ
の

祭
り
の
音
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
特
に
収
穫

を
控
え
た
こ
の
時
季
の
祭
り
囃
子
は
、
欠
か

せ
な
い
季
節
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
が
盛
ん
な
こ
の
地
域
に
と
っ
て
、
大

地
や
空
、
水
に
対
す
る
畏い

敬け
い

の
念
は
深
く
、

そ
の
思
い
は
自
然
と
、
祭
り
に
転
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
る
こ
と
は
地
域
を
守

る
人
々
の
使
命
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
祭
り
に
必
要
な
、
獅
子
舞

や
白
熊
、
神
楽
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
さ
れ
、

多
く
の
地
域
で
伝
え
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
普
段
神
社
に
奉
ら
れ
て
い
る

神
様
が
御お

神み

輿こ
し

に
の
っ
て
里
に
下
り
て
き
ま

す
。
そ
の
御
神
輿
の
先
導
役
を
仰
せ
つ
か
る

の
が
獅
子
舞
で
す
。
獅
子
舞
は
団
扇

う

ち

わ

取ど

り

（
口
取
り
）
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も（
場
合
に
よ
っ

て
は
大
人
）
に
よ
っ
て
操
ら
れ
、
御
神
輿
の
行

列
の
先
頭
を
歩
き
道
筋
に
あ
る
悪
や
災
い
を

追
い
払
い
清
め
練
り
歩
き
ま
す
。

白
熊
は
、
御
神
輿
を
賑
や
か
に
先
導
す
る

付
き
人
で
す
。
歌
を
謡
い
、
毛け

槍や
り

を
回
し
な

が
ら
練
り
歩
き
、
御
神
輿
が
通
る
こ
と
を
皆

に
知
ら
せ
ま
す
。

こ
れ
ら
先
導
役
に
よ
っ
て
お
仮
場
に
鎮
座

し
た
御
神
輿
を
前
に
、
秋
の
収
穫
に
対
す
る

感
謝
を
祈
り
、
神
楽
を
あ
げ
て
直
会

な
お
ら
い

を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
直
会
の
終
了
後
は
、
再
び
獅

子
が
舞
わ
れ
、
白
熊
の
先
導
に
よ
り
御
神
輿

は
お
宮
に
帰
り
ま
す
。

こ
れ
ら
、
祭
り
を
構
成
す
る
大
切
な
も
の

と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
は
、
文
化

財
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

ま
ず
神
楽
で
す
が
、
市
内
に
は
浅
草
流
、

御
嶽
流
、
深ふ

か

山や
ま

流
と
３
つ
の
流
派
が
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
は
、
県
下
的
に
は

「
大
野
系
岩
戸
神
楽
」
と
総
称
さ
れ
非
常
に
人

気
が
高
く
、
県
内
で
も
最
も
広
く
多
く
伝
播

す
る
民
俗
芸
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
獅
子
舞
は
市
内
に
63
も
の
団
体
が

あ
り
、
奥
嶽
流
、
御
嶽
流
、
大
行
事
八
幡
流

（
今
山
流
・
緒
方
流
）、
西
山
古
神
流
、
深
山
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流
な
ど
の
流
派
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

野
地
方
発
祥
の
民
俗
文
化
財
と
し
て
認
識
さ

れ
、
特
に
大
野
・
竹
田
・
直
入
地
域
に
伝
播

し
、
い
わ
ゆ
る
大
野
川
中
上
流
域
独
特
の
芸

能
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
白
熊
も
、
獅
子
舞
同
様
強
い
地
域

色
を
持
ち
、
こ
れ
も
分
布
範
囲
は
、
豊
後
大

野
市
と
そ
の
周
辺
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
神
楽
19
団
体
、
獅
子
舞
63
団

体
、
白
熊
22
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど

数
が
多
い
の
は
、
全
県
的
に
も
珍
し
く
、
さ

ら
に
国
指
定
を
受
け
て
い
る
御
嶽
神
楽
を
は

じ
め
、
県
指
定
の
伝
統
芸
能
数
も
県
内
で
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
棒
術
や
弓
練
り
、
盆
踊
り
、

千せ
ん

盆ぼ
ん

搗づ
き

な
ど
、
様
々
な
伝
統
芸
能
も
伝
承
さ

れ
て
お
り
、
豊
後
大
野
市
は
合
併
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
「
伝
統
芸
能
の
宝
庫
」
・
「
伝
統
芸

能
の
郷
」
と
も
い
え
ま
す
。

緒
方
町
長
谷
川
子
供
獅
子
舞
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
校
の
「
長
谷
川
祭
り
」
で
子
ど
も
た
ち
が

上う
わ

畑は
た

獅
子
舞
を
舞
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

平
成
10
年
８
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
子
ど
も
会
員
は
４
歳
か
ら
高
校
生

ま
で
の
20
名
で
、
長
谷
川
集
会
所
で
月
に
２

回
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
同
町
上
畑
獅
子
舞

保
存
会
の
指
導
の
も
と
練
習
を
積
み
重
ね
、

健
男
社
大
祭
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
３

年
前
か
ら
は
「
は
せ
が
わ
夕
涼
み
会
」
で
舞

を
披
露
し
、
高
齢
者
と
交
流
を
行
い
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
事
務
局
の
麻
生
秀
次
さ
ん
は

「
地
区
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
心

豊
か
な
緒
方
っ
子
に
成
長
す
る
こ
と
、
そ
し

て
郷
土
愛
を
深
め
次
世
代
へ
文
化
が
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

ど
の
子
ど
も
た
ち
も
表
情
は
と
て
も
明
る

く
、
練
習

で
こ
こ
に

来
る
の
は

楽
し
い
と

い
い
ま
す
。

「
長
谷
川

小
学
校
は

な
く
な
っ

て
も
、
こ

う
し
て
集

ま
れ
る
場

所
が
あ
る

か
ら
楽
し

い
」
と
高
校
３
年
生
の
麻
生
貴
紀
く
ん
。
高

校
１
年
生
の
荒
巻
穂
波
さ
ん
は
「
老
人
ホ
ー

ム
で
舞
っ
た
と
き
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
泣

い
て
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」

と
い
い
ま
す
。
保
護
者
も
調
子
方
で
練
習
の

手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
み
ん
な
が
応

援
し
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
静
か

な
山
あ
い
に
響
く
笛
太
鼓
の
音
が
、
い
つ
ま

で
も
鳴
り
響
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

千
歳
中
学
校
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
総

合
的
な
学
習
の
中
で
神
楽
の
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

伝
統
芸
能

で
あ
る
神

楽
を
地
元

の
柴
山
神

楽
座
か
ら

習
い
、
千

歳
の
文
化

を
学
び
、

郷
土
愛
を

育
く
ん
で

い
ま
す
。

そ
し
て
練

▲ 中央が益永利春さん。中学生は汗びっしょり

「来年は発足10年になる
ので何か企画したい」と
事務局の麻生秀次さん

▲

▲ もみじ祭りに向け練習に励む子どもたち
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習
し
た
成
果
を
様
々
な
行
事
で
発
表
し
、
地

域
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

指
導
者
の
一
人
、
益
永
利
春
さ
ん
は
、「
３

年
間
教
え
る
と
自
然
と
子
ど
も
た
ち
と
つ
な

が
り
が
で
き
て
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
た
り
、『
神
楽
の
お
っ
ち
ゃ
ん
や
』
と
声
を
か

け
ら
れ
た
り
、
と
て
も
嬉
し
い
。
神
楽
だ
け
で

な
く
、
礼
儀
作
法
な
ど
を
し
っ
か
り
教
え
た
い
。

先
生
よ
り
も
厳
し
く
や
り
ま
す
よ
」
と
話
し

ま
す
。
時
に
厳
し
く
、
時
に
褒
め
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
。

指
導
を
受
け
る
足
立
圭
く
ん
（
千
歳
中
３
年
）

は
、
清
川
の
御
嶽
子
ど
も
神
楽
に
も
所
属
。

「
僕
た
ち
は
未
熟
で
す
が
、
頑
張
っ
て
練
習
し

て
、
ふ
る
さ
と
の
祭
り
を
自
分
た
ち
で
楽
し

み
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
舞
い
た
い
で
す
」

と
今
後
の
ふ
る
さ
と
振
興
祭
や
文
化
祭
出
演

へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
野
町
小
倉
木
地
区
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

棒
術
は
、
県
内
で
も
数
少
な
い
。「
本
棒

ほ
ん
ぼ
う

」
で
、

岡
藩
で
行
わ
れ
て
い
た
型
が
そ
の
ま
ま
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長

期
を
受
け
、
出
稼
ぎ
な
ど
、
地
元
の
若
者
が

県
内
外
へ
流
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
時
奉

納
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
63
年
に
「
今
の
年
寄
り
が

元
気
な
う
ち
に
、
保
存
し
な
け
れ
ば
」
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
最

盛
期
ま
で
演
じ
て
き
た
こ
の
地
区
の
60
〜
80

代
の
全
員
が
指
導
に
あ
た
り
、
３
か
月
以
上

に
及
ぶ
練
習
の
結
果
、
平
成
元
年
か
ら
11
名

で
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

小
倉
木
棒
組
組
長
を
務
め
る
後
藤
太
さ
ん
は

「
年
配
の
方
々
は
棒
術
に
誇
り
を
持
っ
て
い

た
。
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
み
ん
な
の
つ
な

が
り
で
継
承
で
き
ま
し
た
」
と
、
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

今
年
市
内
に
帰
っ
て
き
た
武
藤
裕
作
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
、
勤
務
の
都
合
で
市
外

に
い
ま
し
た
が
、「
せ
っ
か
く
で
き
た
仲
間
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
し
、
棒
術
は

な
か
な
か
な
い
も
の
で
、
絶
や
し
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
市
外
か
ら
戻
っ
て
来
て
は

練
習
や
祭
り
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
棒
術

の
伝
承
が
、
人
と
地
域
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
す
る
活
動

も
始
ま
っ
て
お
り
、
練
習
を
見
に
来
た
子
ど

も
た
ち
の
目
は
、
頑
張
る
お
父
さ
ん
の
背
中

に
釘
付
け
で
し
た
。

今
、
子
ど
も
た
ち
が
成
育
し
て
い
く
中
で
、

異
な
る
年
代
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
少
な

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
で
は
伝
統
芸
能
の
伝
承
を

通
じ
て
、
地
域
や
世
代
を
越
え
た
多
く
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
後

継
者
不
足
な
ど
の
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

地
域
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
伝
承
さ
れ
た
伝

統
芸
能
だ
か
ら
こ
そ
な
し
え
る
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

11
月
17
日
に
は
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
で
市

内
の
伝
統
芸
能
団
体
が
集
ま
る
「
伝
統
芸
能

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
で
大
切
に
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
誇
る
べ
き
こ
の
伝
統
芸
能
を
、
豊
後
大

野
市
の
一
体
感
の
象
徴
と
し
て
捉
え
、
そ
の

す
ば
ら
し
さ
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
同
時
に
、

今
月
、
市
内
各
地
で
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
が
行
わ
れ
、
伝
統
芸
能
に
触
れ
ら

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ

を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

▲ 公民館前の路上でも練習。一番左が武藤裕作さん

▲ 市民も一緒に祭りを盛り上げます

本
棒
…
武
術
の
型
を
基
本
に
神
社
等
に
奉
納
す
る
た
め
に
、

従
来
の
棒
術
を
縮
小
し
た
も
の

※

※

「次の世代に広めたい」
と話す後藤太組長

▲

「千歳中学校で３年間神楽を習い、
三重高校でも神楽部に入りました。
高校では、韓国公演や福祉施設で
の公演などたくさんの経験ができ
ました。そして、神楽を通じて、
礼儀作法やマナーの大切さを実感
しています。
なんといっても神楽の魅力は、ストーリーを体で思いっき

り表現できるところです。卒業後も神楽はずっと続けていき
たいです。まだまだ未熟なのでもっと勉強します」

三重高校・三重総合高校 神楽部

部長 宮成 直
な お

陸
み ち

くん
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朝地支所 総務課 D0974ー72ー1111

問い合わせ先

生涯学習課 文化財班 D0974ー42ー4141

問い合わせ先
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廣瀬さんは「国体という独特の雰囲気の中で緊張しましたが、初
めての国体で入賞することができ、とてもうれしいです。来年のお
おいた国体は、上位入賞をめざします」ときっぱり。
野仲さんは、「騎乗した『ティホ』は、毎日仲間と一緒に世話をし

てきた馬で、この馬と国体に出場できたことがうれしいです。入賞
できたのは、みんなのおかげです」と。
人馬ともに来年のおおいた国体での活躍がとっても楽しみです。

菅
尾
児
童
ク
ラ
ブ
の
20
人

が
８
月
30
日
、
夏
休
み
子
ど

も
工
作
教
室
で
風
ぐ
る
ま
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
風
ぐ
る

ま
は
、
国
体
の
意
識
を
高
め

よ
う
と
菅
尾
地
区
か
ら
は
じ

ま
っ
た
運
動
で
、
指
導
に
あ

た
っ
た
森
迫
喜
代
美
さ
ん
の

発
案
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
む
ず

か
し
か
っ
た
け
ど
ク
ル
ク
ル

回
っ
て
う
れ
し
い
」
と
児
童

ク
ラ
ブ
の
周
り
の
フ
ェ
ン
ス

に
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

に
も
市
内
あ
ち
こ
ち
に
国
体

の
風
を
お
こ
そ
う
と
風
ぐ
る

ま
が
回
っ
て
い
ま
す
。

チャレンジ！おおいた国体・おおいた大会実行委員会事務局 D097ー537ー2008問い合わせ先

めじろん募金にご協力ください！
チャレンジ！おおいた国体・おおいた大会実行委員会では、大分らしい国体・全国障害者

スポーツ大会を開催するためにめじろん募金を実施しています
■募金方法 ●市町村・金融機関等にある募金箱

●金融機関窓口設置の募金専用納付書
●マスコットキャラクター「めじろん」の公式グッズの購入

馬術競技の少年団体障害
飛越競技に出場した三重
総合高校の野仲美樹さん
（中央・清川町）廣瀬絵梨
さん（右・犬飼町）の高校
生ペアが見事初出場で７
位入賞しました。
（左は顧問の原田先生）

後藤さんは「正直びっくりでしたが、ずっと接戦
の中、宿敵をラスト100mで抜き去り、最高にうれ
しかったです。練習を重ね、おおいた国体では、２
連覇を果たしたいです」とさわやかに話しました。
堀田育子監督（舞鶴高教諭）は「彼女はセンスがと

てもよく、勝負師ですよ」と話し、更なる飛躍が期
待されています。

三重町の「夢まりの会」の20人は、来年のおおいた国体に訪れる
剣道競技の監督・選手を温かく迎え、出場の記念にしてもらおうと
木目込みまりの作成に頑張っています。100チーム分
800個の木目込みまりは、先端にかわいいめじろんの
木目込みまりがあしらわれた手の込んだもの。
会員は「国体にこんな形で携わることが
でき、とてもうれしいです。来年の国体が
今から楽しみです」と話していました。

カヌー競技のフラットウォー
ター（500m）少年女子カヤッ
クペアに出場した三重町の後
藤亜輝子さん（大分舞鶴高２
年）が見事優勝しました。カ
ヌーをはじめて１年半の後藤
さん、高校日本一の快挙です。
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企画調整課 D0974ー22ー1001（内線2061） または各支所総務課問い合わせ先

企画調整課 企画調整班 D0974ー22ー1001（内線2053）

問い合わせ先
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企画調整課 D0974ー22ー1001（内線2053）

● まちづくり交付金事業事後評価についてのご質問・ご意見等があればご連絡ください ●
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『いつまでも元気で、住み慣れた家庭や地域で暮らしていきたい！』

親しい男女の間でふるわれる暴力のことをドメスティッ
ク・バイオレンス（DV）といいます。「なぐる」「ける」といっ
たような身体的暴力だけではなく、「外出をさせない」「無
視する」「暴言をはく」「望まない性行為を強要する」など
様々な暴力があります。DVは、男女の力の差を背景に、相
手を思いどおりに支配するものです。

約３人に１人の女性が、なんらかの被害体験があり、約９
人に１人の女性が、身体的暴力を受けています。※昨年度市意識調査

母親が殴られるのを見て育つことは、子どもの心に深い傷
を残します。DVが起こる家庭で育つことは、子どもたちの
将来をも傷つけることになるのです。

「最近元気がないようだけど・・」などとさりげなく声を
かけて、相手（被害者）の話を聞いてあげましょう。話を否
定することなく受け止めるだけでも力づけることになりま
す。DVであれば相談窓口の情報提供をしてあげましょう。

家庭は、家族にとって、安息の場であるはず。もし、家庭
が緊張と恐怖の場であるなら１日も早く相談を。

人権推進同和対策課 男女共同参画班 D0974ー22ー1001（内線2316）問い合わせ先

『いつまでも元気で、住み慣れた家庭や地域で暮らしていきたい！』
その願いを叶えるために、地域包括支援センターでは介護予防教室を開催しています。

65歳以上の方で、介護保険の要介護・要支援状態になるおそれのある方（国の示した基準があります）を対象に開
催しています。今回は、豊後大野市社会福祉協議会緒方支部内のアクリスでの教室風景を紹介します。

▲ゲームでウォーミングアップ中。
リラックスできましたか？

▲機械を使って、しっかり運動。
自分のペースにあわせて、頑張りましょう。

▲専門スタッフのもと、水中運動真っ最中。
歩行浴や体操を行い、みなさんいきいきしてますよ。

DV（ドメスティック・バイオレンス）とは
DVは、このようなサイクルを繰り返しながら、徐々にエ

スカレートしていきます。またサイクルの期間が短くなるに
つれ、暴力は激しくなる傾向があります。

暴力のサイクル

あなたの身近なところで起こっています

暴力を見て育つ子どもも被害者です

DVを受けているのでは・・と気づいたら

解決には・・相談する勇気を持つことです

●市役所 福祉事務所 生活支援課 d0974－22－1001

●配偶者暴力相談支援センター（暴力） d097－544－3900

●警察安全相談（暴力・ストーカー） d097－534－9110

●大分労働局雇用均等室（職場のセクハラ）d097－532－4025

●女性の人権ホットライン（女性の人権全般）d0570－070－810
＊強化週間（12日～18日）は19時まで延長･土日も10時～17時まで受付

●女性総合相談（女性が抱えるさまざまな問題）d097－534－8874

＜相談窓口＞ ひとりで悩まないで相談を…
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10011000000100歳おめでとうございます 工藤キカさん歳歳おおめめででととううごござざいいまますす 工工藤藤キキカカささんん歳おめでとうございます 工藤キカさん歳おめでとうございます 工藤キカさん
10月25日、大野町田中の工藤キカさん

が100歳を迎え、市長がお祝いに訪れまし
た。
工藤さんは、日常杖などもほとんど使

わず、歩くほどのお元気さ。朝夕の散歩
も日課だそうです。「常に明るく過ごし、
くよくよしないこと」が長寿の秘訣とい
う工藤さん。これからもお元気でお過ご
しください。

楽楽楽楽楽しかったよ 病院で敬老会ししかかっったたよよ 病病院院でで敬敬老老会会しかったよ 病 で敬老会しかったよ 病院で敬老会
９月12日、公立おがた総合病院の療養病棟で敬老会

が行われました。参加者は、入所者30名とその家族で、
最高齢者は101歳の女性。会場では、職員、院内ボラ
ンティア「よつば会」、一般参加の方による歌や踊りな
どが行われ、大盛況。入所者の皆さんはとてもいい笑
顔で、楽しい一日となりました。また、病院内には緒

方４保育園児
57名による
おじいちゃ
ん・おばあち
ゃんの絵も展
示され、病院
を明るくして
いました。

地地地地地道な取り組みが表彰につながる道道なな取取りり組組みみがが表表彰彰ににつつななががるる道な取り組みが表彰につながる道な取り組みが表彰につながる
豊後大野市交通安全母の会（会長 多田サチさん）が、
９月４日大分県交通安全推進協議会長表彰を受賞しま
した。声かけを兼ねた街頭指導や市内幼稚園を訪問し
ての絵本の読み聞かせ、また平成17年実施の交通安全
三世代交流などが評価されたものです。「『交通安全は

家庭から』を
スローガンに
地域に交通安
全の輪を広げ
ていきたいで
す」と、多田
会長も今後の
抱負を話して
くれました。

▲受け答えもハキハキされている工藤さん

▲ひょっとこも登場しました ▲受賞の報告に訪れた母の会の役員の皆さん

とととととってもおいしかったよっっててももおおいいししかかっったたよよってもおいしかったよってもおいしかったよ
９月13日に犬飼町の長谷小学校で、ＪＡぶんご大野

主催の「食育に関する料理教室」が行われ、全校児童
16名が参加しました。食材は、近くの菜園で児童が栽
培したなすを使用。ＪＡ女性部と美ナス部会員のお母
さんから「なすのチーズバーグのせ」のレシピを聞き
料理開始。上級生は慣れた手つきで包丁を扱い、下級
生に手ほどき。みんなで頑張って、楽しく和気あいあ
いと調理をしました。今後も食育の輪を広げていく計
画です。

4804488000480名で“三重総合らしさ”を創る！！名名でで““三三重重総総合合ららししささ””をを創創るる！！！！名で 三重総合らしさ を創る！！名で“三重総合らしさ”を創る！！
９月17～19日に三重総合高校楠学祭が行われまし

た。創立２年目の今年のテーマは「三総肝胆相照」。全
校生徒が心の奥底まで打ち解けあい、手を取り合って、
三重総合らしいものを創り上げたいという思いがこめ
られています。
文化祭、体育祭とも最高の出来栄えで、実行委員長

の一森茜さんは「全校生徒が一丸となるきっかけにし
たい」と話していました。

▲かっこよく決まった２年３組の「エイサー」 ▲おいしく作っちゃうぞ♪
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五五五五五穀豊穣を願って穀穀豊豊穣穣をを願願っってて穀豊穣を願って穀豊穣を願って
９月23日、

秋の実りに感謝
し、五穀豊穣を
祈願する第39
回緒方五千石祭
が行われまし
た。緒方小グラ
ウンドに町内各
社から15基の
神輿が集合。お囃子が鳴り響き、獅子舞や白熊が披露
されました。そのほか、会場では交通安全祈願祭、千
盆搗、神楽、花火大会などが行われ、多くの観客で賑
わいました。獅子に参加した後藤優史くん、衛藤浩基
くん（緒方小５年）は「この祭りが楽しみ。大人になっ
ても参加したい」と目を輝かせていました。

▲神輿の前で獅子舞を奉納

黒黒黒黒黒木誠くん、足立勝弥くん木木誠誠くくんん、、足足立立勝勝弥弥くくんん木誠くん、足立勝弥くん木誠くん、足立勝弥くん
剣道の県代表選手に剣剣道道のの県県代代表表選選手手にに剣道の県代表選手に剣道の県代表選手に

百枝剣道少年団の黒木誠くん（百枝小５年）と足立勝
弥くん（百枝小６年）が、９月16日大阪市で開催の第２
回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会に大分県代表選
手として出場しました。２人は県の学年別個人戦でそれ
ぞれ優勝し、別の選考会でも１位通過した結果、県代表

に。黒木くん
は「自分の力
を全て出し切
る」、足立く
んは「思いっ
きりやって自
分の力を出し
たい」と言い、
大会にのぞみ
ました。▲左から黒木誠くん、足立勝弥くん、指導の神田善久さん

市市市市市内産食材の魅力再発見！内内産産食食材材のの魅魅力力再再発発見見！！内産食材の魅力再発見！内産食材の魅力再発見！
―豊後大野市食育ワークショップ―――豊豊後後大大野野市市食食育育ワワーーククシショョッッププ―――豊後大野市食育ワ クショップ――豊後大野市食育ワークショップ―

９月25日と26日、豊後大野市食育ワークショップが
緒方町・三重町・千歳町で行われました。25日は「発酵」
をテーマとしたワークショップ、26日には「紅茶手作り
体験」が行
われ、参加
者は、市内
で収穫され
る素材のす
ばらしさと
魅力を再認
識させられ
た よ う で
す。

事事事事事故のない安全な豊後大野市を目指して故故ののなないい安安全全なな豊豊後後大大野野市市をを目目指指ししてて故のない安全な豊後大野 を目指して故のない安全な豊後大野市を目指して
９月21日、エイトピアおおので平成19年豊後大野市

交通安全推進大会が行われました。
表彰式では16名３団体に表彰状が授与され、清川町

の和田晴光さんが「本日の表彰の栄誉を旨に、事故ゼロ
に努めます」と謝辞を述べました。
次いで豊後

大野警察署の
横 山 署 長 よ
り、市内の交
通情勢につい
て 講 話 が あ
り、参加者は
熱心に聞いて
いました。

▲受賞者代表謝辞を述べる和田晴光さん

九九九九九州大会出場！！州州大大会会出出場場！！！！大会 場！！州大会出場！！
９月９日、大分市

内で第12回全九州小
学生ソフトテニス選
手権大会県予選会が
開催され、豊後大野
市から以下の４ペア
が大分県代表として
九州大会（11月18
日 佐賀県）に出場す
ることになりました。

【男子】準優勝：後藤大剛・後藤大晃（犬飼小６年）ペア
第４位：石本励威・草野康太（犬飼小６年）ペア

【女子】第３位：後藤杏奈・後藤碧衣（犬飼小６年）ペア
第５位：芦刈杏実（三重東小６年）・

神志那梨乃（三重第一小６年）ペア

▲九州大会出場を決めた選手たち

▲香りを確認しながら丁寧に揉みます（紅茶手作り体験）

丁丁丁丁丁寧な作業で美しくなりました寧寧なな作作業業でで美美ししくくななりりままししたたな作業で美しくなりました寧な作業で美しくなりました
９月８日、清川町女性団体連絡協議会の皆さんが、

道の駅きよかわ周辺の清掃作業を行いました。ＰＴＡ
や女性ドライバーなど、日頃交流の少ない団体同士が
協力して作業を行い、おかげで大変美しくなりました。

▲皆さんお疲れさまでした
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福福福福福祉のためにと高額寄付祉祉ののたためめににとと高高額額寄寄付付祉のためにと高額寄付祉のためにと高額寄付
朝地町宮生の首藤信夫さんが、福祉に役立ててと社会

福祉協議会に１千万円の寄付を行い、10月４日朝地町憩
いの村で贈呈式が行われました。寄付は平成10年に亡く
なった妻ヤスヨさんと約束していたことで、「妻との約
束が果たせて肩の荷が下りました」と首藤さん。市社会
福祉協議会の三浦健一会長は、「奥さんの意を汲み有効

に利用させてい
ただきます」と
感謝状を贈呈。
市社協は、朝地
支部を中心に利
用し、福祉車両
などの購入を予
定しています。

▲寄付を行った首藤信夫さん（中央）と、
娘の玉田初子さん（右）、三浦健一会長（左）

３３３３３世代がふれあって健康づくり世世代代ががふふれれああっってて健健康康づづくくりり世代がふれあって健康づくり世代がふれあって健康づくり
1 0月４日、

第２回千歳町福
祉健康体育祭が
開催されまし
た。この体育祭
は、福祉関係者
の健康づくりと
高齢者、障がい
者、子どもたち
の交流が目的
で、千歳村時代から通算して21回目。
参加した約700名は14競技を楽しみ、子どもたちの

演技には、思わず「かわいい」、「がんばれー」と大声
援が送られていました。

住住住住住民パワーで、地域安全民民パパワワーーでで、、地地域域安安全全民パワ で、地域安全民パワーで、地域安全
９月27日、防犯ボランティア地域交流会が開催され

ました。防犯活動の継続・発展と連携強化を図り、防
犯ボランティア活動の拡大を目的とした本会には、、豊
後大野市を始め４市の防犯ボランティア関係者など
127名が参加しました。

講演では福岡市南蔵院
の林覚乗住職から、「人の
本当の豊かさは人に与え
ることにより得られる」
といったボランティアの
心得の話があり、その後、
各地域の活動報告が行わ
れました。

▲活動報告をする「緒方町てくてく隊」
の田部ニ生さん

おおおおおいしい枝豆とれたよいいししいい枝枝豆豆ととれれたたよよいしい枝豆とれたよいしい枝豆とれたよ
10月８日、緒方町井上地区で「第１回枝豆狩り交流

会」が行われました。大切に育てた枝豆のおいしさを
知ってもらい、また収穫を通じて地元と来場者の交流
を築こうと開催された本交流会。市内外から約200人
が訪れました。硬い枝を切る作業には苦戦しながらも、
「今晩食べる
のが楽しみや
わぁ」と食べ
るのが待ちき
れない声も聞
かれ、参加者
は楽しい秋の
一日を満喫し
ました。 ▲いっぱいとれたよ～

千千千千千歳特産物直売所がお色直し歳歳特特産産物物直直売売所所ががおお色色直直しし歳特産物直売所がお色直し歳特産物直売所がお色直し
千歳町の国道57号沿いにあり、地元の生鮮野菜や加

工品などの販売を行っている千歳特産物直売所の外壁
が塗り替えられました。今回は、県立芸短大美術科の
学生ら18名によっ
て、下地は目に優し
い山吹色、その上に
幅広い年齢層に受け
入れられる動物の絵
が見事に描かれまし
た。参加した今吉遙
香さんは「大きなキ
ャンパスに、楽しん
で制作できました」
とのこと。この絵が
目立って、お客さん
が増えることが期待
されています。 ▲色々な動物が描かれた直売所（上）と学生（下）

▲子どもとのジャンケンで思わず笑顔に

とととととてもいい勉強になりましたててももいいいい勉勉強強ににななりりままししたたてもいい勉強になりましたてもいい勉強になりました
10月11日、

中九州横断道路
建設現場にて大
野小５・６年生
を対象とした現
場見学会が行わ
れました。これ
は、建設現場の
イメージアップ
を図ることや子どもの社会勉強が目的。
(株)杵築建設の方から、橋梁工事の方法や、現場の地

層などの説明を受け、参加した十時しおりさんは「道
路を作るための費用や、地層のことなど勉強できてよ
かったです」と話しました。また、同社から大野小に
プロジェクターなどが寄贈されました。

▲柔らかい軽石層の土をさわってびっくり！！
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市内で多くのスポーツ大会が行われました市市内内でで多多くくののススポポーーツツ大大会会がが行行わわれれままししたた市内で多くのスポーツ大会が行われました市内で多くのスポーツ大会が行われました
◎紙面の都合により写真と結果のみ掲載

第３回大野町スポーツ振興会
ゲートボール大会

優 勝：佐代チーム
準優勝：十時チーム
第３位：町チーム ▲優勝した佐代チーム

第２回大野町オープンテニス大会
【男子ダブルス】
優 勝：工藤 一郎・秦 貴裕

【女子ダブルス】
優 勝：阿南 弘子・佐伯 春美

【男女ダブルス】
優 勝：秦 貴裕・阿南 弘子

ウォーキング教室

▲優勝したみなさん

レクリエーション体験教室

第３回大野町ソフトバレー
ボール大会

優 勝：もみじＡチーム
準優勝：ＳＢＣチーム
第３位：もみじＢチーム▲優勝したもみじＡチーム

第４回大野町スポーツ振興会
グラウンドゴルフ大会

優 勝 原 野 富 子
準優勝 甲斐トミ子
第３位 船 河 正 則 左から甲斐さん、原野さん、船河さん▲

優 勝：石田団地チーム
準優勝：北泉チーム
第３位：下町チーム

鳥屋中・西チーム
（８月31日～９月12日開催）▲優勝した石田団地チーム

第３回あさじ
ミニバレーボール大会

優 勝：Ｂ－boysチーム
準優勝：大野ヤンキースチーム
第３位：朝日工業チーム

（８月27日～９月４日開催）▲優勝したＢ－boysチーム

大野町スポーツ振興会長杯
争奪夏季野球大会

優 勝：市消防本部東分署
準優勝：犬飼町商工会
第３位：株式会社 大建設

（９月９日開催）▲優勝した市消防本部東分署

第１回犬飼職域
ソフトボール大会

犬飼野球スポーツ少年団出
場。足立将人主将が堂々の
選手宣誓。２回戦で惜敗。

（９月１日～）▲犬飼野球スポーツ少年団

第14回TOS少年野球大分県
チャンピオン大会

優 勝：二 部
準優勝：下農部
第３位：久 原

（９月27日～30日開催）▲優勝した二部

第25回犬飼町ナイター
ソフトボール大会

優 勝：三重レッドソックス
準優勝：清川野球スポーツ

少年団

（９月16日～17日開催）▲優勝した三重レッドソックス

第５回豊後大野市
少年野球大会

Ａパート
優 勝：後田
準優勝：佐代ファルコンズ
第３位：南部ドリームズ

Ｂパート
優 勝：町／準優勝：酒井寺／第３位：田代最強

（９月12日～27日開催）

▲Aパート優勝の後田

大野町自治会親睦
ソフトボール大会

優 勝：六種Ａチーム
準優勝：雨堤チーム
第３位：砂田Ａチーム

三玉チーム

（９月10日～13日開催）

▲優勝した六種Ａチーム

清川町秋季地域対抗
ソフトボール大会

第２回大野町まるごとスポーツデー（10月８日開催）
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商工観光課 D0974ー22ー1001（内線2421）問い合わせ先
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大野町に、古
くから伝わる大
野町浅草獅子舞
保存会は、浅草
八幡社の大祭や
地域のお祭り、
正月元旦に地区
内の各戸の門舞
を中心に活動を
行っています。宮迫自治会に居住する若者や同自治会
出身者を対象に伝承活動を行い、後継者の育成を図り
ながら、市（町）のイベント等の参加をはじめ地域コミ
ュニティ活動にも参加してきました。
そのような中、このたび財団法人自治総合センター

の一般コミュニティ助成事業により、衣装・道具一式
が整備されました。この事業は、同センターが宝くじ
の普及広報事業費として受け入れる受託事業収入を財
源として、住民が行うコミュニティ活動に助成を行う
ことにより、コミュニティの健全な発展を図るととも
に宝くじの普及広報事業を行うものです。
今回、獅子舞に要する道具を整備されたことにより、

会員の獅子舞伝承への意気込みが高まり、ますます活
動が盛んになっていくことが期待されます。

豊後大野市では、平成18年度から３か年の計画で農
業振興地域整備計画の見直し作業を行っています。そ
れに伴い平成20年４月１日から平成21年３月31日ま
での１年間農用地区域の移動変更ができなくなります。
現在、農振農用地区域内の農地について宅地などに変
更を予定されている方は、早急に変更手続きをお願い
します。
詳細につきましては下記までお問い合わせください。

１．農地の移動変更の申出期限は平成20年１月末まで

２．住宅や倉庫等の建築に伴う申出には建築設計図面等
が必要となります

◇問い合わせ先 農業振興課 農政企画班
d0974－22－1001（内線2409・2410・2411）
または各支所産業建設課

◇問い合わせ先 大分行政評価事務所 行政相談課
d097－532－3715

財政課 管財班 D0974ー22ー1001（内線2025）問い合わせ先

農業振興地域整備計画農業振興地域整備計画農業振興地域整備計画
閉鎖期間について閉鎖期間について閉鎖期間について

大野町浅草獅子舞保存会

行 政 相 談 日
会場名
三重
清川
緒方
朝地
大野
犬飼

相談日
11月15日（木）
11月09日（金）
11月06日（火）
11月13日（火）
11月20日（火）
11月09日（金）

時 間
09時～12時
09時～12時
09時～12時
09時～12時
09時～12時
13時～16時

場 所
市中央公民館
清川公民館
緒方すこやかセンター
朝地支所
解放会館
犬飼支所

新調された衣装や道具で新調された衣装や道具で新調された衣装や道具で
活動をますます盛んに活動をますます盛んに活動をますます盛んに
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「私達の健康は私達の手で」を合言葉に、「ヘルスメ
イト」という愛称でボランティア活動を行っています。
食生活を通じた、健康づくりの推進を行うことを目的
に、保健センターをはじめ、地区の公民館等で、よい
食事習慣づくりができるように取り組んでいます。

豊後大野市では、各町に支部があり、各支部ごとに
介護予防のための栄養改善教室や、親子の食育教室な
どで、地域住民に正しい食習慣の普及活動をおこなっ
ています。

＊＊＊＊＊＊＊＊食生活改善推進員（ヘルスメイト）の活動＊＊＊＊＊＊＊＊

豊後大野市食生活改善推進協議会のご紹介

犬飼下野地区でのサロンにて。
今回のサロンでは男性がお料理して

女性に振舞うという趣旨で献立は地区
の男性が「これ作りたい」というもの
を作りました。男性が頑張る姿が印象
的でした。

毎年、公募により集まった方を対象に、生活習慣病についての病態学習や、
栄養・運動・休養面からの健康づくりについて年間11回の講習会を開催してい
ます。
受講された方については、講習会終了後、食生活改善推進員（ヘルスメイト）

として地域で活動していただいています。
平成18年度は22名の受講生がヘルスメイト会員となりました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊食生活改善指導者講習会＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

～食育（高齢期）の献立～
●すいとん ●しそ巻き
●たたききゅうりの和え物
●りんごのコンポート

しそ巻きの献立をご紹介します！▲

子どもたちが地域住民とのふれあい
を通じ、郷土料理を学ぶために千歳中
学校の総合学習の一貫で合同で学習会
を開催しました。学習会は４回にわた
って行われ、食事バランスの学習と併
せて、だんご汁、しいたけ料理などの

実習を行い、インターネットでは学べない「知恵と工夫」
について学ぶことができました。

① 豆腐はよく水切りしておく。人参、ごぼうは
みじん切りにして、さっと下ゆでし水気をき
っておく。

② 魚のすり身に塩を加えて、粘りが出るまでよ
く混ぜる（すり鉢を使うと良いです）。

③ ②に豆腐とＡを加えてむらなくまぜ、さらに
野菜を混ぜこむ。

④ ③を12等分にして丸めて小さめの俵型にし、
青じそをまく。フライパンを熱して油をしき、
弱めの中火できつね色に焼く。

⑤ 皿に盛り付け、おろし大根とかぼすをかざり
できあがり。

魚のすり身 ……… 200g
木綿豆腐 ………… 100g
塩 ……………… 2g
卵 白 ………1/2個分
片栗粉 ………小さじ1
人 参 …………… 40 g
ごぼう …………… 40 g
青じそ …………… 12枚
サラダ油 …………大さじ1
かぼす …………… 1個
しょう油 …………大さじ2
大 根 …………… 160g

しそ巻き ［４人分］

｝Ａ
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健康福祉課 健康増進班 d0974－22－1001(内2122)
支所 市民課 健康福祉班
清川支所 d0974ー35ー2111（内3362） 大野支所 d0974ー34ー2301（内4516）
緒方支所 d0974ー42ー3800（内3862） 千歳支所 d0974ー37ー2111（内5065）
朝地支所 d0974ー72ー1111（内4063） 犬飼支所 d097ー578ー1111（内5521）

■すくすくひろば（育児学級）の
お知らせ

日 時：11月15日（木）受付９時15分～９時40分
場 所：エイトピアおおの
内 容：「マタニティヨガ」

「妊娠中の栄養について」
対 象：妊婦さんと夫
持参品：母子健康手帳

※動きやすい服装でおいでください。
※準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願いします。

■パパママ広場（両親学級）の
お知らせ

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票等 （お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師に連絡ください。
次回の健診をご案内します。

実 施 日

６日(火)､19日(月)
12日(月)､26日(月)
13日(火)
14日(水)
15日(木)
28日(水)

時 間

11時～12時
14時～16時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時

事 業 名

子育て相談
子育て休憩室
おしゃべり広場
ふたごの会
子育て広場
ぱわふるKidsくらぶ

会 場

三重ふれあい児童館
大野保健センター
犬飼子育て支援センター
清川保健センター
千歳保健センター
朝地母子健康センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問などなんでもご相談ください。

健診内容

１歳６か月児健診

３歳６か月児健診

日 時

11月14日(水)
受付13時～

11月22日(木)
受付13時～

対 象 児

三重町、千歳町、犬飼町の
平成18年３月16日～４月30日生まれの幼児

三重町、千歳町、犬飼町の
平成16年４月16日～５月31日生まれの幼児

三重農村
環境改善センター

会 場

■乳幼児健診のお知らせ お子さんの成長を知る大切な時期での健診ですので、ぜひ受診しましょう!!

日 時：11月21日（水）受付９時30分～９時50分

場 所：豊後大野市中央公民館

内 容：「離乳食と歯の手入れ」（管理栄養士・歯科衛生士）

対象児：６～７か月の赤ちゃんとその保護者

※準備の都合上、一週間前までに
電話予約をお願いします。
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社会保険料控除証明書は
確定申告や年末調整の際に必要です

年 金 相 談 日

11月 ８日（木）三重町商工会
11月13日（火）大野解放会館
11月21日（水）竹田市総合社会福祉センター

相談時間：10時～15時

納めた国民年金保険料は、全額が所得税や住民税など
の社会保険料控除の対象になります。国民年金保険料を
社会保険料控除として申告する際には、社会保険料控除
証明書の添付等が必要です。
証明書の内容は、今年１月１日から10月１日までに納

付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる
場合の納付見込額です。納め忘れ等がある場合も、年内
に納めれば今年分の控除として申告できます。
また、ご家族の保険料を納めた場合でも、納めた方の

所得税等の控除対象として申告できます。このような場
合は、ご家族分の証明書も添付する必要があります。
社会保険料控除証明書は11月上旬に送付されますの

で、大切に保管してください。

※10月２日以降に、今年初めて国民年金保険料を納めた方には、
平成20年２月上旬に送付されます。

年金に関するご相談は「ねんきんダイヤル」へ

◆年金請求などの年金相談 → d0570－05－1165
◆ＩＰ電話・ＰＨＳからは → d03－6700－1165

○「ねんきんダイヤル」は、全国の年金電話相談センター
等のうち、回線の空いているところにおつなぎします。
○通話料金は一般の固定電話の場合、接続先にかかわら
ず市内通話料金でご利用いただけます。
○受付時間 月～金曜日：８時30分から17時15分

ただし月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）
は19時まで。
第２土曜日：９時30分から16時

※11月は「ねんきん月間」につき、第２・第４土曜日、日曜日
もご利用いただけます。
（受付時間は９時30分から16時まで）
※祝日、12月29日～１月３日はご利用いただけません。

市民生活課 国保年金班 d0974－22－1001
（内線2086）

大分社会保険事務所 d097－552－1211

問い合わせ先

◎キラリと輝くあなたに　緒方町女性講座◎キラリと輝くあなたに　緒方町女性講座

◎みなさんの作品を展示しています◎みなさんの作品を展示しています

緒方公民館で11月から開催する平成19年度緒方町女性講座の受講生を募集します。
みなさんのご参加をお待ちしています。

※講座によっては準備していただくものもあります。 【申し込み･問い合わせ先／緒方公民館】

中央公民館ロビーに公民館クラブの作品を展示す
るコーナーを作りました。これまでに木彫クラブや
和紙ちぎり絵クラブ、竹細工クラブのみなさんの作
品を展示しました。中央公民館を訪れた際には、ち
ょっと足を運んでみてはいかがでしょうか。

中央公民館

期 日

11／ ２（金）

内 容

『いつまでも美しく過ごすために』

講 師

NPO法人にこにこフィットネス協会
理事長 下田稚子氏

11／15（木） 『人権について少し考えてみませんか』 豊後大野市隣保館長 田上義賢氏

12／25（火） 『フラワーアレンジメントでお正月』 千歳町 宮成隆子氏

会場・時間

緒方公民館
19時開会
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夜叉桜････････････････････････････････あさのあつこ

アドニスの帰還･･････････････････････････安東 能明

七里湖･･････････････････････････････････大庭みな子

ブラックペアン1988 ････････････････････海堂 尊

借金取りの王子･･････････････････････････垣根 涼一

日本橋バビロン･･････････････････････････小林 信彦

漁夫マルコの見た夢･･････････････････････塩野 七生

ア・ソング・フォー・ユー････････････････柴田よしき

冠・婚・葬・祭･･････････････････････････中島 京子

天璋院篤姫 上・下･･････････････････････宮尾登美子

復活の条件･･････････････････････････････森村 誠一

はじめての経理100問100答

「平和憲法」を持つ三つの国 パナマ・コスタリカ･日本

「能力」低下社会 ＩＴとゲームは子どもに何をもたらすか

介護者のための腰痛予防教室

よくわかる子宮がん・卵巣がん

子どもヘアカタログ101 ベビー&キッズ

毒出し脂肪燃焼ダイエットスープ

あったか土鍋ごはん＋おかず

どうなる「ゆうちょ銀行」「かんぽ生命」

高齢犬のキモチがわかる本

子どもを理科好きに育てる本
中野不二男 角川学芸出版 379.9 ナ

小学生に顕微鏡で染色体やＤＮＡを
見せたところで意味を理解できないで
しょう。でもそれがきっと高校生にな
り授業に出てきたときに鮮明にイメー
ジと結びつくのです！10歳くらいまではとにかく何
でも興味を持つ年頃。親のあなたができるちょっとし
た手助けを伝授します。

新刊案内（中央図書館）

－11月の図書館行事－

おはなしのへや
ちゅうりっぷ組 ････････７日･21日(水）10時30分
ひまわり組････････････14日･28日(水）10時30分

（緒方図書館）
おはなしのへや･････････17日(土）10時

場 所● 中央図書館
２階研修室

対 象● 幼稚園～小学生
内 容● ストーリーテリング、大型紙芝居

去年行った大型紙芝居

どんぐり幼稚園 11時
三重東小学校 13時

巡回場所・時間 巡回場所・時間

６
火

三重東幼稚園 10時20分
朝地小学校 12時55分

８
木

百枝小学校 10時05分13
火

大野小学校 12時50分
さくら幼稚園 13時30分

15
木

新田小学校 13時７
水

千歳小学校 12時50分９
金

清川小学校 10時05分
菅尾小学校 12時55分

14
水

三重幼稚園 10時30分
犬飼小学校 12時50分

16
金

今回は中嶋さんが趣味で
集められたはしおきを展示
しています。娘さんの出産の際、産院から記念品と
してもらったことがコレクションのきっかけになっ
たそうです。よくある形から、珍しいものは傘や携
帯電話の形のはしおきもあります。こんなはしおき
が食卓に並んだら楽しい食事の時間になるのでは…
と思わせてくれます。

ふれあいコーナーふれあいコーナー

中嶋 雪枝さん（三重町上小坂）
－はしおき－

＊土曜おはなしクラブはお休みです。
「秋のおはなしまつり」おはなし会に来てね！

10月27日（土）～11月９日（金）は読書週間です。この
秋、たくさんの本を読んでみませんか。中央図書館では昨
年に引き続き読書週間の行事として、ストーリーテリング
（素話）を中心としたおはなし会を行います。今年は大分
の昔ばなしにかぎらず、創作話も含めた笑いあり、涙あり
の楽しいお話をご用意しています。また、昨年好評だった
職員手作りの大型紙芝居を今年も作成しています。今回は
大野町に伝わる「沈堕の滝物語」です。みなさんお誘い合
わせのうえぜひお越しください！
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朝倉文夫記念文化ホールの催し
「山崎哲一郎展 ～大地・生命の証を求めて～」

別府現代絵画展、風の芸術展、青木繁記念大賞展、

英展などで活躍し、二紀会会員の山崎哲一郎さん（大分

市在住）の個展。主に化石をモチーフにした油彩画で、

悠久の時の流れを表現した作品約50点を展示予定です。

豊後大野市教育委員会 総務課・学校教育課・生涯学習課
D0974ー22ー1001（内線2157・2162・2155）

問い合わせ先

さわやかな秋風とともに、市内各所でハッピーな音楽
を届けてくれたBBBBのメンバーたち。今回もたくさん
の出会いと感動を運んでくれました。小学校での音楽ア
クティビティー＆ミニライブでは、子どもたちに「リズ
ムを感じること」の楽しさを教えてくれました。また旧
三重南小での音楽ワークショップでは、地元中学生や高
校生の吹奏楽部員と全国各地から集合した仲間たちが、
メンバーからの指導のもと、一日たっぷり課題曲の練習
に取り組みました。そして大ホールライブでは、抜群の
チームワークで演奏を務めるワークショップ参加者のみ
なさんとブラックボトムのメンバーたちに、客席からは
熱い声援と惜しみない拍手がおくられました。

音楽を“感じる楽しさ”をすべてのひとに BBBB（ブラック・ボトム・ブラス・バンド）in ぶんごおおの音楽を“感じる楽しさ”をすべてのひとに BBBB（ブラック・ボトム・ブラス・バンド）in ぶんごおおの

●10／11～12実施
音楽アクティビティー（新田・犬飼・清川小）・ミニライブ（三重第一小）
●10／13実施
あかいやね音楽ワークショップ（旧三重南小）
●10／14実施
BBBB LIVE・あかいやねミュージックフェスタ Vol.３

と き：11月10日（土）～11月25日（日）９時～17時 ※会期中、月曜日は休館

入館料：大人200円、小中高生100円
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方とその介護者１人は無料
です（入館時に受付で手帳を提示してください）。

※エイトピア友の会会員は会員証を提示すると２割引で入場できます。

関 連 イ ベ ン ト

11月17日（土）14時より、展覧
会場にて身近にある木の葉や実、貝
殻などと石こうを使って山崎先生と
いっしょに楽しく化石レリーフをつ
くります（小中学生対象）。
詳しくは朝倉文夫記念館までお問
い合わせください。

「
進
化
の
証
跡
（
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）」

２
０
０
５
年

▲
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三
重
町
西
泉
の
法
泉
庵
区
観
音
堂
内
に
、

宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

（
県
指
定
文
化
財
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
宝
篋
印
塔
の
呼
名
は
、「
宝
篋
印
陀だ

羅ら

尼に

」
の
経
文
を
納
め
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。
こ
の
経
文
は
、
釈
迦

し

ゃ

か

が
路
傍
の
朽
ち
た

塔
を
礼
拝
し
、
こ
の
塔
こ
そ
如
来

に
ょ
ら
い

の
全
身

舎
利

し

ゃ

り

（
遺
骨
）
を
集
め
た
宝
塔
で
あ
る
と
し
て
、

塔
の
功
徳

く
ど
く

な
ど
を
述
べ
た
40
句
か
ら
な
り
ま

す
。
法
泉
庵
の
宝
篋
印
塔
は
、
地
蔵
講
の
60

名
以
上
の
人
々
が
、
地
蔵
菩
薩
に
よ
る
救
済

を
求
め
て
、
正
平
25
年
（
１
３
７
０
）
に
建
立

し
た
も
の
で
す
。
塔
に
刻
ま
れ
た
「
大
工
玄
正

だ
い
く
げ
ん
し
ょ
う

、

鍛か

冶じ

妙
心
」
の
銘め

い

文ぶ
ん

か
ら
、
石
工
玄
正
が
製
作

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
銘

文
の
「
大
工
」
は
、
今
で
言
う
石
工
の
こ
と
で

す
。
玄
正
の
名
は
、
正
平
12
年
（
１
３
５
７
）

か
ら
永
和
２
年
（
１
３
７
６
）
の
間
に
造
ら
れ

た
鳥
居
や
宝
篋
印
塔
に
、
５
例
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
玄
正
の
造
っ
た
宝
篋
印
塔
に
は
次

の
特
長
が
あ
り
、
作
品
を
見
分
け
る
目
安
に

な
り
ま
す
。
特
長
①
基
礎
下
部
に
蓮は

す

の
花
弁
、

基
礎
側
面
に
二
重
の
格
狭
間

こ

う

ざ

ま

、
特
長
②
笠
部

分
の
四
方
の
突
起
に
蕨

わ
ら
び

文
様
、
笠
の
３
段
に

特
徴
的
な
彫
刻
を
施
す
（
上
段

２
区
に
分
け

た
蓮
子

れ

ん

し

、
中
段

２
区
に
分
け
た
格
狭
間
、
下

段

宝
珠

ほ
う
じ
ゅ

形
の
線
刻
に
左
右
に
突
起
を
描
く
）。

大
分
県
指
定
文
化
財
の
宝
篋
印
塔
は
、
豊
後

大
野
市
内
に
７
件
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
２

件
に
は
玄
正
の
名
が
刻
ま
れ
、
３
件
は
形
式

か
ら
玄
正
に
よ
り
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
か
に
玄

正
の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
が

わ
か
り
ま
す
。
法
泉
庵
の
宝
篋
印
塔
は
、
玄

正
の
作
品
の
中
で
も
、
特
に
造
形
が
美
し
く
、

玄
正
の
代
表
作
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
清
掃

が
行
き
届
い
た
敷
地
内
に
は
多
数
の
石
造
物

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
玄
正
作
の
宝

篋
印
塔
は
、
際
だ
っ
た
造
形
美
を
見
せ
て
い

ま
す
。

法
泉
庵

ほ

う

せ

ん

あ

ん

の
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

３年間の教育課程で
平成18年に創立40年を迎えたどんぐり幼稚園は、建学の

精神『幼な児の心にふるさとを』を掲げ、知育・体育・情操
すべてのバランスを考えた教育を行っています。日々の生活
体験を通して、生活習慣を身につけさせ、他人への思いやり
など豊かな心の育ちを目指しています。一人ひとりが自立で
きるように、私学ならではの３年間の教育カリキュラムを構
築し、年齢に合った活動や体験を取り入れ、友だち、家族、
地域の方々など様々な年代の皆さんとの関わりを大切にして
います。

園の特色
音楽・体育は専門の外部講師による指導を行うなど、様々

な特長あるカリキュラムを実施していますが、中でも和太鼓
は、年少児のバチ遊びから始まり、年中児は基礎演奏、年長
児はさらにレベルの上がった演奏に繋げるよう発達過程を大
事にして行っています。みんなで音を合わせる楽しさ・大切
さ、人前で演奏する緊張など、リズムの指導に止まらない体
験内容も重視しています。また、地域の様々なイベント等に
も出演させて、積極的に地域と交流しています。

父親の会発足
保護者のＰＴＡ活動は、園行事の協力をはじめ、自主運営

『子育てサークル』を通して子育て相談や読み聞かせ勉強会、
自分たちの教養や交流を深めるミニバレー・コーラス・和太
鼓活動なども行っています。本年より父親の会も発足し、家
族そろってこどもの園生活を楽しめるようになりました。
生涯の礎となる幼児期を、教職員だけでなく、家族、地域

の方々とともにはぐくみ、子どもたちの心に『ふるさと』を
刻み続けたいと願っています。

今月は、父親の会を立ち上げ、家族全員で
こどもの幼児期を大切にするどんぐり幼稚園
からの話題です。

お
や
じ
ク
ラ
ブ
の
活
動
風
景

▲

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
文
化
財
に

関
す
る
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課
文
化
財
班
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

D
０
９
７
４
ー
４
２
ー
４
１
４
１

■
豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

■
千
歳
ふ
る
さ
と
資
料
館
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長
崎
原
爆
資
料
館
か
ら
お
借
り
し

た
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

【
期

間
】11
月
１
日
（
木
）〜
11
日
（
日
）

９
時
〜
17
時
（
月
曜
休
）

【
場

所
】エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の

１
階
ロ
ビ
ー

問
総
務
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
２
１
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
植
付
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
向
け
て

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
証
明
書

を
発
行
し
て
い
ま
す

電
子
公
印
お
よ
び
発
行
用
紙
に
つ
い
て

第
３
回
豊
後
大
野
市
女
性
大
会

量
水
器
取
替
え
に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
適
正
処
理
の
お
願
い

森
林
の
伐
採
に
は
届
出
が
必
要
で
す

FAX

所
得
税
や
市
県
民
税
の
税
額
を
算
定

す
る
際
、
納
税
義
務
者
が
自
己
ま
た
は

自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の

他
の
親
族
の
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
全
額
が
総

所
得
金
額
か
ら
社
会
保
険
料
控
除
額
と

し
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
国
民
健
康

保
険
税
の
納
付
証
明
書
を
、
本
庁
収
納

課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
に
て
発
行
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
９
６
）

証
明
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
に
よ
る
不

正
利
用
を
防
ぐ
た
め
、
戸
籍
の
証
明

と
同
様
に
住
民
票
の
写
し
、
転
出
証

明
書
、
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書
に
つ
い
て
、
12
月
３
日（
月
）

よ
り
、
証
明
印
を
朱
印
の
公
印
か
ら

黒
色
の
電
子
公
印
と
し
ま
す
。
ま
た
、

発
行
用
紙
も
改
ざ
ん
防
止
用
紙
（
コ
ピ

ー
し
た
場
合
「
複
写
」
の
文
字
が
現
れ

る
用
紙
）
を
使
用
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
も
、
証
明
印
を

朱
印
の
公
印
か
ら
黒
色
の
電
子
公
印

と
し
、
発
行
用
紙
も
他
の
証
明
と
同

じ
く
Ａ
４
サ
イ
ズ（
現
行
Ａ
５
サ
イ
ズ
）

に
変
わ
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
８
３
・
２
０
８
４
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
課

【
日
時
】11
月
25
日（
日
）
９
時
〜
受
付

【
場
所
】エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の

【
内
容
】実
践
発
表
と
講
演
会

（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
関
連
）

問
人
権
推
進
同
和
対
策
課

男
女
共
同
参
画
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
１
６
）

計
量
器
検
定
検
査
令
に
基
づ
き
水

道
メ
ー
タ
ー
は
定
期
的
に
検
査
及
び

取
替
え
修
理
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

と
お
り
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す

の
で
、
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

車
を
止
め
た
り
、
物
を
置
い
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
を
飼

っ
て
い
る
ご
家
庭
は
、
量
水
器
か
ら

離
れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】第
１
回
目：

11
月
12
日（
月
）〜
26
日（
月
）

【
対
象
】豊
後
大
野
市
三
重
町
内
で
、
最

終
取
付
け
ま
た
は
交
換
年
が
平

成
11
年
以
前
の
も
の
（
現
在

使
用
中
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

【
作
業
方
法
】

業
者
が
ご
家
庭
ま
で
出
向
き
、
交

換
い
た
し
ま
す（
訪
問
時
、
ご
不
在
で

も
作
業
は
可
能
で
す
）。

※
量
水
器
取
替
え
手
数
料
は
市
が
負
担

し
ま
す
。
ま
た
、
三
重
町
以
外
の
ご

家
庭
は
随
時
交
換
を
行
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
４
・
２
３
６
５
）

自
宅
や
工
場
な
ど
で
ゴ
ミ
を
焼
却

す
る
と
周
囲
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け

ま
す
。

家
庭
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
を
行

い
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
ま
し
ょ

う
。
事
業
系
ゴ
ミ
は
責
任
を
も
っ
て

適
正
な
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
４
・
２
３
４
５
）

自
分
の
山
の
木
で
も
、
伐
採
す
る

場
合
は
事
前
に
伐
採
及
び
伐
採
後
の

造
林
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
出
の

内
容
は
、
伐
採
面
積
、
伐
採
期
間
、

伐
採
の
方
法
及
び
伐
採
後
の
造
林
樹

種
、
造
林
の
方
法
な
ど
で
す
。

こ
れ
は
、
森
林
の
有
す
る
自
然
災

害
の
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の

多
面
的
機
能
を
保
護
す
る
た
め
で
す
。

森
林
の
全
伐
、
間
伐
等
を
行
う
計
画

が
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
伐
採

を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま
で
に
、

農
林
整
備
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建

設
課
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
４
１
７
・
２
４
１
８
）

緒
方
町
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
で
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
に
向
け
球
根
植
付
け
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
植
付
け
は

11
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）、
27
日（
火
）、

29
日（
木
）、
12
月
１
日（
土
）、
２
日（
日
）。

申
込
者
に
は
別
途
通
知
差
し
上
げ
ま
す
。

既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
申
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
期
限
】11
月
15
日（
木
）

※
参
加
者
は
５
月
の
球
根
掘
り
取
り

が
で
き
ま
す
。

問
緒
方
支
所
産
業
建
設
課
内

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局

D
０
９
７
４
ー
４
２
ー
２
１
１
１

０
９
７
４
ー
４
２
ー
４
０
１
９

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉
所
得

税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。
毎
月
の
給
与

等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年

間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

長
崎
原
爆
被
災
写
真
パ
ネ
ル
展
示

の
開
催
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ご
存
知
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

FAX

大
分
県
の
最
低
賃
金
は

１
時
間
６
２
０
円
で
す

平
成
20
年
度
大
分
県
立
農
業
大

学
校
学
生
（
農
業
部
）
募
集

百
枝
堰
の
放
流
に
つ
い
て

対
す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普

通
で
す
。

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足

分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

手
続
き
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調

整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税
を
完
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
が
正

し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶

養
親
族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し
く

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
平
成
19
年
分
か
ら
、
定
率
減

税
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
三
重
税
務
署

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
１
５

大
分
税
務
相
談
室

D
０
９
７
ー
５
３
２
ー
７
３
１
９

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。「
税
を
考
え
る

週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深
い
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
仕
組
み
や
目
的
を
「
考
え
」
て
、
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

期
間
中
、
給
与
所
得
者
や
主
婦
、

児
童
・
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し
た

「
租
税
教
室
」
の
開
催
な
ど
、
税
を
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

教
室
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
三
重
税
務
署

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
１
５

地
球
温
暖
化
防
止
の
知
識
の
普

及
・
啓
発
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
な
ど
を
目
的
と
し
て
市
民
が
中

心
と
な
っ
て
地
球
温
暖
化
防
止
を
推

進
す
る
協
議
会
で
す
。
現
在
、
会
員

募
集
中
。
地
球
温
暖
化
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日

時
】11
月
23
日
（
祝
）
13
時

【
場

所
】エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
小
ホ
ー
ル

【
そ
の
他
】環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
、

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員

春
野
慶
司

D
０
９
０
ー
４
４
８
７
ー
９
３
２
７

豊
後
大
野
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
衛
生
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
０
１
６
２

市
役
所
環
境
衛
生
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
４
・
２
３
４
５
）

県
内
の
椎
茸
生
産
地
で
短
期
に
作
業
応

援
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
主
に
駒
打

ち
作
業
な
ど
の
山
仕
事
で
す
。
心
身
と
も

に
健
康
な
方
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

【
応
援
ま
で
の
流
れ
】

①
申
込
後
、
地
区
説
明
会
を
経
て
、

研
修
を
受
け
る
。

②
県
椎
茸
農
協
に
隊
員
登
録
す
る
。

③
紹
介
を
受
け
て
作
業
応
援
す
る
。

【
申
込
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

駒
打
ち
作
業
の
経
験
の
有
無
を
明
記

し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
等
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。
地
区
説
明
会
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】11
月
15
日（
木
）

【
留
意
事
項
】

研
修
、
登
録
、
紹
介
は
無
料
で
す
。

研
修
終
了
者
の
活
動
に
は
最
低
賃
金
を

保
証
し
ま
す
（
時
給
６
２
０
円
）。

５
年
以
上
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
申
込
先
〉

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

（
担
当：

山
本
・
飯
田
）

竹
田
市
大
字
竹
田
字
山
手
１
５
０
１
ー
２

D
０
９
７
４
ー
６
３
ー
３
１
７
７

０
９
７
４
ー
６
３
ー
３
５
８
５

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、
左
記
日
程

で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
日
程
】12
月
４
日（
火
）市
中
央
公
民

館
・
清
川
支
所
／
５
日（
水
）

大
野
町
解
放
会
館
／
６
日

（
木
）緒
方
支
所
、
朝
地
憩
い

の
村
、
千
歳
公
民
館
／
10
日

（
月
）犬
飼
集
会
所

※
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
ま
で

【
相
談
内
容
】家
庭
内
の
問
題
、
金
銭
、

登
記
、
相
続
な
ど

問
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

D
０
９
７
４
ー
６
２
ー
２
３
１
５

民
事
（
交
通
事
故
・
土
地
建
物
な

ど
）
や
家
事
（
家
庭
の
問
題
）
等
で
お

困
り
の
方
に
、
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】11
月
28
日
（
水
）

９
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で

【
場
所
】エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の

問
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
竹
田
支
部

D
０
９
７
４
ー
６
３
ー
２
０
４
０

登
記
な
ど
に
関
す
る
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】11
月
15
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

（
正
午
〜
13
時
ま
で
を
除
く
）

【
場
所
】市
役
所
１
階
福
祉
相
談
室

【
担
当
】県
司
法
書
士
会
所
属

豊
後
大
野
支
部
の
司
法
書
士

問
大
分
地
方
法
務
局
総
務
課

D
０
９
７
ー
５
３
２
ー
３
１
６
１

【
日
時
】12
月
８
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

【
場
所
】大
分
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
分
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
３
階
）

【
内
容
】養
育
費
の
取
り
決
め
方
法
な

ど
の
面
接
・
電
話
相
談

【
面
接
相
談
】12
月
３
日
〜
７
日
の
間
に
事

前
予
約
を
d
０
９
７
ー
５
５
２
ー
３
３
１
３

（
大
分
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

【
電
話
相
談
】d
０
９
７
ー
５
５
６
ー
０
４
１
９

（
当
日
の
み
の
臨
時
電
話
）

問
大
分
県
少
子
化
対
策
課

D
０
９
７
ー
５
０
６
ー
２
７
０
３

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

D
０
９
７
ー
５
３
６
ー
３
２
１
５

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
０
１
５
３

【
募
集
定
員
】農
学
部
総
合
農
学
科
、
園
芸

学
科
、
畜
産
学
科

計
60
名

【
出
願
手
続
】

一
般
入
学
試
験
願
書
受
付
期
間：

11
月
９
日
（
金
）
〜
11
月
22
日
（
木
）

※
土
日
祝
祭
日
は
受
付
不
可

※
推
薦
入
学
試
験
は
10
月
17
日
（
水
）

受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
試
験
期
日
】

一
般
入
学
試
験

12
月
７
日
（
金
）

問
大
分
県
農
業
大
学
校
教
務
・
学
生
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
７
５
８
４

農
業
大
学
校
サ
イ
ト

http://w
w
w
.agri-ac.pref.oita.jp/

11
月
４
日
（
日
）
〜
14
日
（
水
）
の
間
、
大

野
川
発
電
所
土
木
工
作
物
の
点
検
及
び
作
業

の
た
め
、
下
百
枝
堰
か
ら
放
流
が
行
わ
れ
ま

す
。
放
流
後
は
河
川
水
位
が
段
階
的
に
上
昇

し
危
険
で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
企
業
局
芹
川
・
北
川
ダ
ム

管
理
事
務
所

D
０
９
７
ー
５
９
７
ー
６
８
９
０

豊
後
大
野
市
地
球
温
暖
化
防
止

協
議
会（
仮
称
）設
立
総
会
に
つ
い
て

無
料
調
停
相
談
会

登
記
相
談
所
開
設

弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
な
ん
で
も

相
談
（
無
料
）

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
最
低
賃
金

〜
あ
な
た
も「
日
本
一
の
大
分
し
い
た
け
」

の
応
援
隊
に
な
り
ま
せ
ん
か
〜

特
設
人
権
相
談
所
開
設
（
12
月
）
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■申込資格
Ａ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間
所得合計金額が240万円以下であること（世帯の状況に
応じて異なります）

Ｂ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間
所得合計金額が240万１円以上、721万２千円以下で
あること（世帯の状況に応じて異なります）

Ｃ 現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がな
いこと）

Ｄ 県税、市税等の滞納のないこと
Ｅ 現に同居し、又は同居しようとする親族があること
（60歳以上は単身入居可能）

Ｆ 現に同居し、又は同居しようとする親族があること
※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当
課にお問い合わせください。

■申込方法
本庁建設課又は各支所産業建設課に備えている申込用紙

に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してくださ
い（県営住宅は県住宅供給公社まで申し込みのこと）。
なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
また、応募規定によりお断りする場合もございますので、

あらかじめご了承ください。

■募集期間
【市営住宅】11月５日(月)～11月12日(月)

８時30分～17時まで
【県営住宅】11月５日(月)～11月14日(水)

10時～17時まで
※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選及び入居説明会
【市営住宅】○日時 11月14日(水) 13時30分～

○場所 豊後大野市役所 第２庁舎２階会議室
【県営住宅】○日時 11月22日(木) 11時～

○場所 豊後大野総合庁舎３階 31会議室
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■問い合わせ先
【市営住宅】豊後大野市役所 建設課

d0974ー22ー1001（内線2352･2353）
【県営住宅】大分県住宅供給公社豊肥駐在所

d0974ー22ー1740

広告
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広告

①准看護師(デイケア･豊後大野市)年齢不問 15万円～21万円 ②ホームヘルパー(豊後大野市)年齢不問 12万円
③医療事務(豊後大野市)年齢不問 12万円 ④一般事務(竹田市)年齢不問 13万円 ⑤歯科衛生士(竹田市)年齢不問
11万円～14万円 ⑥販売･納品･営業(豊後大野市)年齢不問 11万円 ⑦緑化作業員･土木作業員(豊後大野市)年齢
不問 16万円 ⑧接客係(竹田市)年齢不問 11万円～13万円 ⑨看護助手(豊後大野市)年齢不問 12万円 ⑩受付事
務(パート･豊後大野市)年齢不問 800円 ⑪接客係(パート･竹田市)年齢不問 735円～919円 ⑫店内販売員(パー
ト･豊後大野市)年齢不問 720円～950円 ⑬配達(パート･豊後大野市)年齢不問 800円 ⑭作業員(竹田市)年齢不
問 700円 ※平成19年10月１日から雇用対策法が改正され、求人募集における年齢制限が原則禁止されました。

応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事
を探すことができます。アドレスは右記のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問い合わせ先／ハローワーク豊後大野 d０９７４ー２２ー８６０９

ハローワーク豊後大野 平成19年10月23日現在求人情報
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市民の皆さんが行う活動の参加者・会員
の募集、またイベントの周知など、いろい
ろな情報を掲載します。（営利目的のものな
どは掲載できません）。皆さんからの情報を
お待ちしています（紙面の都合で掲載できな
いこともありますので、ご了承ください）。

問 〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200
豊後大野市役所 秘書政策課 広報広聴班
D０９７４ー２２ー１００１（内線2016）

◇
お
誕
生
お
め
で
と
う

[
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中
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・

「

」
内
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護
者

敬
称
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【
三
重
】

●
神
田

麗
奈
（
れ
い
な
）

「
竜
二
・
由
美
子
（
法
泉
庵
）」

●
生
田

輝
（
ひ
か
る
）

「
隆
司
・
美
鈴
（
市
場
一
区
）」

●
藤
井

未
夢
（
み
ゆ
）

「
利
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・
マ
ル
カ
ル
（
市
場
四
区
）」

●
安
部

壮
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（
そ
う
た
）

「
栄
治
・
奈
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市
場
四
区
）」

●
藤
部

笑
依
（
え
み
い
）

「
光
晴
・
徳
子
（
上
赤
嶺
一
区
）」

●
野
々
下
怜
央
（
れ
お
）

「
哲
央
・
礼
奈
（
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赤
嶺
二
区
）」

●
佐
藤

更
咲
（
さ
ら
さ
）

「
利
彦
・
康
代
（
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嶺
二
区
）」

●
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太
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そ
う
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亮
一
・
美
恵
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）」
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野
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・
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・
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東
営
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「
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・
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滞
迫
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山

千
空
（
せ
ん
く
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「
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士
・
美
樹
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越
生
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【
大
野
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●
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丸

宗
志
（
そ
う
し
）

「
拓
実
・
有
香
里
（
妙
勝
庵
）」

●
羽
田
野
結
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ゆ
い
り
）

「
敦
記
・
由
香
里
（
妙
勝
庵
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●

田
野
拓
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た
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「
栄
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・
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恵
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藤
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（
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）
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博
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・
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後
田
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ワ
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[
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【
三
重
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志
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ハ
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井
）
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保
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・
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田
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（
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・
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並
三
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（
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・
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）
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（
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市
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鷲
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渡
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足
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律
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知
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（
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【
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）

●
佐

タ
ツ
（
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・
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種
）

●
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田
野
タ
マ
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（
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・
雨
堤
）

【
緒
方
】

●

チ
ヨ
カ
（
83
・
中
野
）

●
田
北

ヱ
イ
（
92
・
小
宛
）

●
山
口

管
子
（
79
・
下
自
在
）

●
植
松

要
三
（
93
・
馬
場
）

●
渡
部

彦
（
89
・
馬
場
）

●
久
和
シ
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子
（
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・
馬
場
）

●
西

信
子
（
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・
小
野
）

●
尾
形
タ
ツ
ヱ
（
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・
知
田
）

●
河
野
ト
キ
ワ
（
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・
大
化
）

【
朝
地
】

●
渡
邉

正
（
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朝
地
）

●

原

勝
（
92
・
田
村
）

●

原

雅
雄
（
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・
中
尾
塚
）

●
原
田

治
（
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・
志
賀
）

●
堀

重
幸
（
73
・
宮
生
東
）

●
小
倉
シ
ズ
ヱ
（
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・
宮
生
浦
）

●
弓
野
八
重
子
（
79
・
志
屋
）

【
大
野
】

●
大
塚

定
（
90
・
若
藤
）

●
清
田

立
男
（
80
・
南
）

●
後
藤
八
千
代
（
87
・
藤
北
）

●
寺
次

實
（
77
・
藤
北
）

●
重
石

一
義
（
86
・
津
留
）

●
甲
斐

滿
（
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・
杉
園
）

●
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井

武
彦
（
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・
後
田
南
）

●
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野

雅
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（
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・
偕
生
園
）

【
犬
飼
】

●
若
杉
ハ
ツ
ネ
（
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・
柴
北
下
）

●
成
松

亨
（
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・
津
留
）

◇
一
般
寄
付
等[
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●
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野
小
学
校
へ

㈱
杵
築
建
設

●
大
野
小
学
校
へ

大
野
町
母
親
ク
ラ
ブ

三重農業高校「最後の文化祭」ぜひ来てね！
〈１日目〉
●日 時 11月23日（金）

８時50分～
●場 所 三重農業高校体育館
●内 容

〈２日目〉
●日 時 11月24日（土）９時～
●場 所 三重農業高校農場
●内 容

●問い合わせ 三重農業高校
d0974－22－0660

ステージ行事や地域の方の
獅子舞など（保護者･地域
の方･卒業生などに公開）

農産加工品販売・食品バザー・
もちまきなど（一般公開）

千歳ひょうたん健康マラソン大会参加者募集！
●日 時 12月２日（日）ひょうたん祭の日 ８時～
●会 場 千歳総合運動公園多目的広場
●種 目 10km、５km、３km、２km、

健康ウォーキング
●参加申込 所定の申込用紙にて11月９日（金）

までに申し込みください。
●問い合わせ
千歳ひょうたん健康マラソン大会事務局
（千歳公民館前）
d0974－37－2069 0974－37－2604

「よろおち歩こう里の秋」
参加者募集！

●日時 11月23日（金）
10時スタート

●場所 大野町
旧東部小学校

●内容 その人なりの楽しみ
方で歩く里あそび

●締切 11月16日（金）
●問い合わせ 大野町商工会
d0974－34－2234FAX
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※行事については10月20日現在で決定されているものを掲載しています。
※おでかけ市長室は市長公務等により変更することがありますので、事前に支所等に確認をしてください。
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金
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日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土

日

月
火
水
木
金

豊後大野市民表彰式典（10時～ 斛の井）／第20回おおのまち42.195キロ歩こう大会（10時～ 大分県庁前広場）
ふるさと振興祭清川会場（９時～ 道の駅「きよかわ」）／第23回尾平もみじ祭り（10時～ 緒方町長谷川小学校グラウンド）

行政相談（９時～12時 緒方すこやかセンター）

年金相談（10時～15時 三重町商工会）
行政相談（９時～12時 清川公民館、13時～16時 犬飼支所）／豊後大野市小中学校合同音楽祭（９時30分～ エイトピア）
きよかわ「彩」宝生寺の秋（清川町宇田枝 宝生寺）／裁判員制度 in 豊後大野（13時～ エイトピアおおの）
ふるさと振興祭千歳会場（８時～ 千歳総合運動公園）／緒方町民体育祭（８時15分～ 緒方総合運動公園）
ふるさと振興祭大野会場（９時～ 道の駅「おおの」）

年金相談（10時～15時 大野解放会館）／行政相談（９時～12時 朝地支所）

行政相談（９時～12時 市中央公民館）／豊後大野市中学校弁論大会（９時～ 大野中学校）

豊後大野市伝統芸能サミット（９時30分～ エイトピアおおの）／清劇うたひめ５周年記念特別企画創作劇（14時～ 清川小体育館）
ふるさと振興祭犬飼会場（９時30分～ 犬飼公民館）

行政相談（９時～12時 大野解放会館）
年金相談（10時～15時 竹田市総合社会福祉センター）

ふるさと振興祭朝地会場（９時30分～ 朝地公民館グラウンド）
第13回おがた五千石マラソン大会（９時30分～ 道の駅「原尻の滝」）

深山流岩戸神楽－交流10周年記念大会－（８時～ 朝地公民館グラウンド）／緒方三社川越祭り（19時～ 原尻の滝）
豊後大野市青少年健全育成講演会・次代を担う「豊後大野っ子」を育てる意見交換会（13時～ エイトピアおおの）

ふるさと振興祭三重会場（９時30分～ 道の駅「みえ」）／市内駅伝競走大会（10時スタート 犬飼公民館）
第３回豊後大野市女性大会（９時～ エイトピアおおの）

おでかけ市長室（９時～11時 朝地公民館）

11月 November11月 November

第26回用作観光もみじ祭り
期間：11月３日（土）～11月18日（日）
場所：朝地町用作公園

山崎哲一郎 展
期間：11月10日（土）～11月25日（日）
場所：朝倉文夫記念文化ホール

第１回アジア・太平洋水サミット
12月３・４日に別府市のビーコンプラザにて、第１回アジ

ア・太平洋水サミットが開催されます。このサミットはア
ジア・太平洋地域の各国首脳級の方を始め、産・官・学・
メディア等各界のリーダーが参加し、水問題の解決に向け
議論する国際会議です。
サミット当日は、県内外のＮＰＯなどにより、一般参加

の可能なシンポジウムやセミナー、パネル展示といった
様々な併催イベントも実施されます。
この機会に水問題について考えてみませんか。

http://www.watersummit-oita.org/

●問い合わせ 大分県企画振興部政策企画課水サミット推進班
d097－506－2034

年賀状を作ろう「年賀状講座」
●開催場所 緒方町旧すこやかセンター跡（旧緒方病院前）
●受講対象者 豊後大野市民ならどなたでも
●開催日時 11月６日、13日、20日、27日（火）

それぞれ９時30分～11時30分まで２時間
合計８時間

※詳細については
緒方町公民館 d0974－42－3161
またはシニアネット大分豊後大野支部
広瀬征夫まで d0974－42－2978

※ＩＴ相談日は11月17日（土）10時から11時30分まで

大相撲 豊後大野場所が35年ぶりに開催! !
●と き 12月２日（日）
●ところ 大原総合体育館
●開 場 ８時 ※打出し（終了予定）15時
●チケット販売所 豊後大野市各商工会
●チケット販売期間 ８月20日（月）～11月28日（水）
※チケットのお求めはお早めにお願いします。

●問い合わせ 大相撲豊後大野場所事務局 d0974－22－5925

詳しくはHPをご覧ください

第27回大分矯正展
●日 時 11月17日（土）・18日（日）

９時30分～16時（18日は15時まで）
●場 所 大分刑務所庁舎前
●内 容 所内見学（一部）、収容者文芸作品展示、

刑務所作業製品展示即売など
●問い合わせ 大分刑務所作業 d097－546－3153
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